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「
ザ
イ
オ
ン
・
イ
ン
・
ア
ン
・
オ
ク
ト
モ
ー
フ

紹
介
文
」

岡
和
田
晃

『

』

、

。

エ
ク
リ
プ
ス
・
フ
ェ
イ
ズ

の
世
界
で
は

動
物
の
知
性
が
人
間
並
み
に
引
き
上
げ
ら
れ
て
い
る

こ
の
設
定
は
コ
ー
ド
ウ
ェ
イ
ナ
ー
・
ス
ミ
ス
の
「
人
類
補
完
機
構
」
シ
リ
ー
ズ
や
デ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ブ
リ

ン
の
『
知
性
化
戦
争
』
な
ど
に
登
場
す
る
「
知
性
化
さ
れ
た
動
物
が
二
級
市
民
と
し
て
社
会
に
参
加
す

る
」
と
い
う
設
定
に
近
い
、
い
わ
ば
一
種
の
思
考
実
験
だ
。

知
性
化
さ
れ
る
動
物
は
、
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
や
ゴ
リ
ラ
な
ど
の
類
人
猿
、
ク
ジ
ラ
や
イ
ル
カ
な
ど
の
鯨

、

、『

』

、

類

あ
る
い
は
カ
ラ
ス
や
オ
ウ
ム
な
ど
の
鳥
類
が
一
般
的
だ
が

エ
ク
リ
プ
ス
・
フ
ェ
イ
ズ

で
は

こ
れ
ら
に
加
え
、
な
ん
と
「
タ
コ
」
が
知
性
化
さ
れ
て
い
る
（
現
実
で
も
、
タ
コ
は
非
常
に
知
性
が
高

く
、
瓶
の
蓋
を
開
け
る
な
ど
多
数
の
触
腕
で
器
用
に
物
体
を
操
作
す
る
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る

。）

実
際

『
エ
ク
リ
プ
ス
・
フ
ェ
イ
ズ
』
の
体
験
会
で
は
、
い
つ
も
タ
コ
の
人
気
に
驚
か
さ
れ
る
。
言

、

っ
て
し
ま
え
ば
タ
コ
は
『
エ
ク
リ
プ
ス
・
フ
ェ
イ
ズ
』
の
マ
ス
コ
ッ
ト
な
の
だ
。

そ
し
て
本
作
「
ザ
イ
オ
ン
・
イ
ン
・
ア
ン
・
オ
ク
ト
モ
ー
フ
」
は
、
こ
の
タ
コ
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て

。

、

。

「

」

た
小
説
で
あ
る

…
…
と
は
言
っ
て
も

出
落
ち
に
は
終
わ
ら
な
い

片
理
誠
の

黄
泉
の
縁
を
巡
る



2

に
引
き
続
き
、
本
作
も
連
載
と
い
う
形
で
公
開
し
て
い
く
。
も
ち
ろ
ん
大
活
躍
す
る
タ
コ
は

『
エ
ク

、

リ
プ
ス
・
フ
ェ
イ
ズ
』
の
ル
ー
ル
を
使
っ
て
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
も
の
。
著
者
の
伊
野
隆
之
は
実
際
に
こ

の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
使
っ
て
『
エ
ク
リ
プ
ス
・
フ
ェ
イ
ズ
』
の
ゲ
ー
ム
・
プ
レ
イ
に
参
加
し
て
い
る
。

そ
う
、
伊
野
隆
之
は
本
気
な
の
だ
！

伊
野
隆
之
は
『
樹
環
惑
星

―
ダ
イ
ビ
ン
グ
・
オ
パ
リ
ア
―

（
徳
間
書
店
）
で
第

回
日
本
Ｓ
Ｆ

』

11

新
人
賞
を
受
賞
し
た
俊
英
。
同
作
は
ア
ー
シ
ュ
ラ
・
Ｋ
・
ル
＝
グ
ィ
ン
の
『
世
界
の
合
言
葉
は
森
』
と

眉
村
卓
の
「
司
政
官
」
シ
リ
ー
ズ
を
ブ
レ
ン
ド
さ
せ
た
よ
う
な
読
み
応
え
あ
る
作
品
だ
が
、
な
ん
と
い

っ
て
も
舞
台
と
な
る
惑
星
の
重
厚
な
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
魅
力
的
だ
。
長
篇
に
見
ら
れ
る
精
緻
な
設

定
と
、
短
篇
「
Ｓ
Ｆ
／
サ
イ
エ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
」(

ht
tp
:/
/p
ro
l
og
ue
wa
ve
.c
o
m/
ar
ch
iv
es
/8
3
3)

や
「
ヒ
ア
・
ア
イ
・
ア
ム
」
で
垣
間
見
え
る
ユ
ー
モ
ア
感
覚
が
ブ
レ
ン
ド
さ
れ
た
本
作
は
、
伊
野
隆
之

の
新
境
地
を
拓
く
作
品
と
み
な
し
て
も
過
言
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
な
お
、
金
星
の
設
定
に
は
著
者
が
独

自
に
想
像
を
膨
ら
ま
せ
た
部
分
が
あ
る
。


